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ピボットテーブル（Excel）を使用した集計 

KANAME の集計機能以外で、様々な視点から集計したい！というときにピボットテーブルが便利です！ 

関数や数式の知識がなくても、データ集計が楽に行えます。 

 

例）工事件名ごとの金額を集計して、棒グラフを作成したい（経理業務⇒売上管理での集計） 

※例として[経理業務]で行っていますが、工事台帳一覧で絞込みを行い、エクスポートしたもので集計することも可能です！ 

TOP メニューから[経理業務]⇒[売上管理]を開きます。 

（1）検索条件を指定します。（対象日：売上計上月、表示期間：集計したい期間を指定してください） 

（2）「左記条件で一覧表示する」をクリックします。 

（3）「エクスポート」をクリックします。 

（4）「OK」をクリックします。 

 

（5）「OK」をクリックします。 

 

（6）出力したファイルを開きます。 

 

 

 

 

 

 

★Point★ 

出力後、ファイルをすぐ開く設定ができます。 

（1）[ファイル]⇒[ファイル出力先]をクリックします。 

 

（2）「□出力後、ファイルを開く」に☑をつけて、[OK]をクリックします。 

 

（3）この設定後、出力をすると、左図（5）の[OK]をクリックした直

後、ファイルが自動で開きます。 
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（7）集計で使用したいデータをドラッグなどで範囲選択します。 

 

（8）[挿入]⇒[ピボットテーブル]をクリックします。 

（9）[OK]をクリックします。 

 

 

＜ピボットテーブルの画面＞ 

 

①ピボットテーブル用のシー

トがひとつ追加されます。 

②ピボットテーブルの項目追加や

削除はこの右側で操作します。 

範囲を指定する際は、1 行目の

タイトル行も選択してください。 

③集計に使用したい項目を上から選

択し、下の「行」などの BOX にドラッグ

＆ドロップすると表が作成できます。 
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（10）「工事件名」を下部の「行」の BOX へドラッグ＆ドロップします。 

（11）「金額（税別）」を下部の「値」の BOX へドラッグ＆ドロップします。 

 

 

★便利！★ 

集計したい項目を「行」や「列」などにドラッグ＆ドロップすることで自動で列などが追加されます。 

例）「売上計上月」を「列」に追加した場合は、下図のようになります。（日付に関する項目を追加すると自動で

「月」や「四半期」などの項目が発生します） 

 

右側で集計したい項目をドラッグ

＆ドロップすると、このように表が

自動で作成されます。 
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（以下、グラフを作成する手順です。） 

（12）ピボットテーブル表内の任意のセルをクリックします。 

（13）[ピボットテーブル分析]⇒[ピボットグラフ]をクリックします。 

 

（14）作成したいグラフを選択します。（一部ピボットテーブルに対応していないグラフがあります。） 

（15）[OK]をクリックします。 
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グラフの作成ができました！ 

 

 

★便利！★ 

ピボットテーブルで表やグラフを作成した後は、「スライサー」が便利です！ 

スライサーは見たい数値を表やグラフから抽出してくれる機能です。 

（1）ピボットテーブル表内の任意のセルをクリックします。 

（2）[ピボットテーブル分析]⇒[スライサー挿入]をクリックします。 
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（3）抽出したい項目に☑を付けて、[OK]をクリックします。 

 

（4）抽出用のボタンをクリックすると・・・ 

 

 

 

[OK]をクリックすると、抽出用の

ボタンが作成されます。 

自動で、抽出データのみの表とグ

ラフに変化します。 

元に戻す場合は、このボタンでリ

セットできます。 


